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文化遺産を活用した地域づくり
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　昨今、「観光」と一言で括ることが難しくなるほど、観光の在り方は多様化しているように感じます。
　先日、出張で東京に行く機会がありました。右を見ても左を見ても様々な国の方がいらっしゃいます。東京オリンピッ
クを控え、インバウンドの熱気をひしひしと感じます。
　1 ヶ月ほど前、別の機会で関ヶ原町を訪れました。観光に訪れていた50代の夫婦の方が教えてくれました。「昔はこ
こに大きなスケート場があってね、よく遊びに来てたのよ。」400年前、攻め寄せる徳川家康軍を眼下に見ながら無念
の思いを抱いていたであろう石田三成の陣地跡にて、30年前の活気溢れる町の状況を聞き、時の流れに思いを馳せる。
これも観光なのでしょう。
　地域は、それぞれに魅力的な宝を持っています。しかし地域の人自身が気付かず、訪れた人が発見するというような
場合もあります。本誌を、今一度地域の宝に光をあてるきっかけとして頂ければ、幸いです。　　　　　　　（中川）
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